
72.3 - - - - 0.0

04020000  計画的な道路整備と維持管理

幸
福

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
4

47 48 49 50 51 -
％ 46.3

49.3 - - - - 0.0

04030000  利用しやすい交通網の整備
暮
ら
し

市内のバスや電車は便利で利用しやすいと思っている人の割合
5

35.1 36 36.5 37.5 38 -
％ 35.1

31.7 - - - - 0.0

04030000  利用しやすい交通網の整備

幸
福

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
6

47 48 49 50 51 -
％ 46.3

40.4 - - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：平成28年03月31日 1頁

前期基本計画 平成２８年度 政策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します

都市整備担当部長  三上　喜美義

少子高齢化の進展に対応した暮らしやすい生活基盤の整備・維持管理について、子供から高齢者まで安心して安全に暮らし

、交流することで生きがいを感じることができるひとにやさしく安心・快適で活力にあふれるまちとなること。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮
ら
し

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合

1 76 76.7 77.4 78 78.5 -
％ 75.9

74.1 - - - - 0.0

幸
福

滝沢市に愛着がある市民の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

72.3 - - - - 0.0

04010000  都市づくりビジョンの策定
暮
ら
し

住民基本台帳（９月末）による人口
1

55,500 55,500 56,000 56,500 56,500 -
人 55,174

55,184 - - - - 0.0

04010000  都市づくりビジョンの策定

幸
福

地域の居心地が良いと思っている人の割合
2

63 64 66 68 70 -
％ 62.9

61.9 - - - - 0.0

04020000  計画的な道路整備と維持管理
暮
ら
し

滝沢市に愛着がある市民の割合
3

75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2



幸
福

滝沢市に愛着を持っている人の割合
14

75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

72.3 - - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：平成28年03月31日 2頁

前期基本計画 平成２８年度 政策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します

都市整備担当部長  三上　喜美義

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04040000  河川砂防・雨水排除施設の整備
暮
ら
し

浸水被害件数
7

1 1 1 1 1 -
件 1

1 - - - - 0.0

04040000  河川砂防・雨水排除施設の整備

幸
福

滝沢市に愛着を持っている人の割合
8

75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

72.3 - - - - 0.0

04050000  持続可能な水道経営
暮
ら
し

経営資本営業利益率
9

1.9 1.9 1.9 1 1 -
％ 1.9

0 - - - - 0.0

04050000  持続可能な水道経営

幸
福

滝沢市に愛着がある市民の割合
10

75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

72.3 - - - - 0.0

04060000  安全で強靭な水道の持続
暮
ら
し

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
11

70 71 72 73 73.5 -
％ 68.1

70.8 - - - - 0.0

04060000  安全で強靭な水道の持続

幸
福

滝沢市に愛着がある市民の割合
12

75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

72.3 - - - - 0.0

04070000  効率的な汚水処理施設の整備
暮
ら
し

水洗化率(行政区域内人口に対する合併浄化槽も含めた水洗化率）
13

77.5 78.5 79.5 80.4 81.3 -
％ 76.7

0 - - - - 0.0

04070000  効率的な汚水処理施設の整備



３

視点による事業を展開

．

して参ります。

・岩手

政

山麓の水源を確保する

策

とともに、水の安全管

の

理を徹底し、老朽管の

実

更新や地震に強い配水

現

管の整備を進めます。

に

・経営の効率化と利用

向

者サービスの向上のた

け

め、上下水道料金徴収

て

業務の民間委託を進め

の

ます。

・簡易水道事業

取

の水道施設更新を推進

り

し、上水道との事業統

組

合を進めます。

・市街

み

化区域内等は公共下水

を

道を推進し、またその

決

他の区域は放流先を確

定

保しながら、合併浄化

す

槽の設置を進めます。

る

(２) 基本計画内の

(

取り組みと方針のうち

１

、平成28年度の重点

)

課題
・土地利用ビジョ

 

ンの策定、関係機関と

政

の事前協議

・市内幹線

策

バスをはじめとする公

の

共交通網計画の策定と

達

公共交通の整備

・道路

成

維持管理ビジョンの策

（

定

・スマートインター

実

チェンジの事業推進

・

現

空き家対策に向けた実

）

態調査と対策の実施

・

に

上下水道料金徴収業務

向

委託に向けた移行業務

け

・下水道、合併浄化槽

た

の普及のための助成制

基

度の周知

(３) 基本

本

計画内方針及び平成2

計

8年度重点課題に基づ

画

く優先順位の考え方
関

期

連事業との調整により

間

着実な実施が求められ

内

る事業

・平成２８年度

の

の岩手国体・交流拠点

取

複合施設の開設に合わ

り

せた国道４号関連をは

組

じめとする市道整備

・

み

幹線バスをはじめとす

と

る公共交通網計画の策

方

定と公共交通の整備に

針

向けた具体の検討

・平

様

成３０年度末のスマー

式

トインターチェンジの

Ａ

完成・供用開始に向け

最

た用地補償・建設工事

終

の推進

新規に取り組む

更

事業

・土地利用ビジョ

新

ン策定と関係機関との

日

事前協議

・空き家対策

：

の実態調査、利活用等

平

市の方針検討

道路・河

成

川・上下水道の整備・

2

維持管理・更新事業計

8

画の着実な実施(交付

年

金事業等)

03月31日 3頁

前期基本計画 平成２８年度 政策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します

都市整備担当部長  三上　喜美義

・今年度開催される岩手国体に関連した国道・県道・市道の道路整備事業が着実に進められております。また市内において

は交流拠点複合施設やスマートイン

政

ターチェンジ等大規模

 

事業が進められ、将来

 

の交流・活力が生まれ

 

る拠点づくりに向け

た

 

環境が整いつつありま

策

す。

・上下水道事業は

:

、市民生活のライフラ

担

インとして将来にわた

当

って事業を持続するこ

部

とが重要であり、事業

長

開始から４０年

近く経

職

過しており、老朽施設

・

の補修、更新等を図り

氏

、関連施設を維持し、

名

事業経営が継続できる

２

ように取り組んでいま

．

す。

・交通政策基本法

政

、空き家対策特別措置

策

法等少子高齢化等社会

の

情勢の変化を背景とし

実

た法令化が見られます

現

。

・消費税の増税や震

に

災復興等資材価格の高

向

騰や人手不足による入

け

札不調が増えています

て

。

・少子高齢化による

の

交通移動弱者や小規模

現

水需要者が増えていま

状

す。

・国からの補助金

を

・交付金が減少傾向に

認

あります。

・市内にお

識

いて複合施設やＳＩＣ

す

等大規模事業に着手さ

る

れています。

・近年、

(

ゲリラ豪雨や地震、火

１

山等による災害が多発

)

しており、自然災害に

 

対する予防保全対策が

政

必要となっています。

策

・東日本大震災を教訓

目

として、上下水道施設

標

の耐震性、緊急時の事

の

業継続体制の確立が強

進

く求められています。

捗

・市内幹線バスをはじ

状

めとする公共交通網計

況

画を策定すると共に公

分

共交通の整備について

析

検討して参ります。

・

(

交流と活力、雇用の拠

２

点づくりに向けた土地

)

利用ビジョンを策定す

 

るとともに、関係機関

政

との協議・調整を進め

策

て参りま

す。

・（仮称

の

）滝沢南スマートイン

実

ターチェンジについて

現

平成３１年３月の完成

に

・供用を目指しネクス

影

コ東日本ほか関係機関

響

と

連携しながら着実に

す

事業を進めて参ります

る

。

・歩行環境の充実等

社

安全な道路および河川

会

環境の整備を着実に進

環

めるとともに、今ある

境

ストックが安定し持続

変

可能なものと

するため

化

地域の連携と中長期的



政    策 :

担当部長職・氏名

(４) 所管基本施策別事業費計画表
基    本    施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 基 本 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：平成28年03月31日 4頁

前期基本計画 平成２８年度 政策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します

都市整備担当部長  三上　喜美義

平成28年度 平成29年度 平成30年度平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04010000  都市づくりビジョンの策定
1

106,398 125,796 △15.4 98,921 94,768 81,870 381,957

04020000  計画的な道路整備と維持管理
2

866,979 866,054 0.1 757,217 736,503 806,947 3,167,646

04030000  利用しやすい交通網の整備
3

342,452 203,553 68.2 310,767 62,164 14,048 729,431

04040000  河川砂防・雨水排除施設の整備
4

205,400 252,511 △18.7 65,200 65,200 65,200 401,000

04050000  持続可能な水道経営
5

0 0 0.0 0 0 0 0

04060000  安全で強靭な水道の持続
6

1,372,051 1,187,723 15.5 407,000 318,000 532,000 2,629,051

04070000  効率的な汚水処理施設の整備
7

637,847 738,121 △13.6 782,049 790,601 762,924 2,973,421


